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出
席
者

`ま10

名

例
年
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
で
開
催

し
て
い
た
幹
事
会
だ
が
本
年
度

は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
　
オ
ー
プ
ン

し
た
中
之
島
の
中
央
公
会
堂
に

あ る べ じ お  くVOL 18>

:… …  ‐ 出 席 者 名 …… ‐
一

‐1

:乳翻饉 套童計 8鑑 チ麗景撃馨 l翻 偏 棄整[ :

:19期/木村浩= 20期 /本郷 淳 40期 /井上正章 :

:絆翻側 富呂重}/日中弓子 村山実穂 口吉礼香 :

ギ
タ
‐部
へ
の
後
援
を
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て実
施

て
開
催

さ
れ
た
．

出
席
者

数
は
現

役
四
回

生
３
名

を
含
む

‐３
名
で
、

前
年
度

と
同
数

だ
が
、

Ｏ
Ｂ
の

出
席
者

は
前
年

度
よ
り

」ヒ
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一
人
減
少
、
１０
名
に
日
ま
っ
た
．

現
在
、
Ｏ
Ｂ
会
の
期
幹
事
は

１
～
“
期
で
４０
名
に
な
る
が
、

今
回
の
幹
事
の
出
席
者
は
１
、

６
、
９
、
１０
、
日
、
い
、
”
、

”
期
が
各
１
名
、
本
年
度
卒
業

生

の
４０
期
が
２
名
で
計
ｍ
名
。

４０
期
中
の
わ
ず
か
８
期
し
か
出

席
し
て
お
ら
ず
　
こ
れ
は
全
体

の
ｍ
％
に
過
ぎ
な
い
．
ま
た
ａ

期
か
ら
”
期
ま
で
の
ほ
ぼ
”
年

に
渡
る
期
が
欠
席
し
て
い
る
事

も
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
．
つ

ま
り
は
”
～
ｍ
才
代
が
皆
無
の

状
況
下
で
閣
議
が
行
な
わ
れ
て

い
る
訳
で
、
今
後
の
運
営
等
々

に
陰
り
を
残
す
形
と
な
っ
て
い

る
．
当
日
は

一
度

「全
て
の
期

幹
事
が
出
席
す
る
」
機
会

（場

所
）
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
い
う
意
見
が
出
た
が
、
本
来

は
こ
の
幹
事
会
こ
そ
が
そ
の

「

全
て
の
期
幹
事
が
出
席
す
る
」

場
所
で
あ
る
筈
と
い
う
認
識
に

至
り
、
次
年
度
か
ら
各
期
幹
事

に
対
し
幹
事
会

へ
の
出
席
を
推

進
強
化
す
る
事
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
議
題
は
①
事
業
報

告
②
第
４
回
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト

の
２
題
で
、
議
事
進
行
役
は
管

理
部
の
木
村
氏
。

「事
業
報
告

」
は
当
日
の
議
事
録
に
掲
載
さ

れ
た
項
目
を
若
千
の
解
説
を
加

え
て
読
み
上
げ
、

「第
４
回
Ｏ

Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
つ
い
て
は

開
催
の
是
非
を
討
議
し
た
が
機

ね
開
催

へ
向
け
て
肯
定
的
意
見

で

一
致
し
た
．
①
②
の
詳
細
に

つ
い
て
は
各
々
本
紙
に
掲
載
し

た
。
幹
事
会
で
は
こ
れ
ら
の
議

題
以
外
に

「そ
の
他
」
と
し
て

現
役
生
を
始
め
出
席
者
か
ら
の

声
を
聞
く
重
要
な
時
間
を
設
け

て
い
る
．
毎
回
、
建
設
的
な
意

見
が
飛
び
交
い
Ｏ
Ｂ
会
の
発
展

を
担

っ
て
い
る
。

本
年
度
は
Ｏ
Ｂ
会
の
会
則
に

あ
る

「関
西
大
学
ギ
タ
ー
ク
ラ

プ
の
後
援
」
に
つ
い
て
現
状
の

見
直
し
を
す
る
よ
う
ｍ
期
の
浅

野
氏
よ
り
提
案
が
あ
っ
た
。
後

援
と
は
言

っ
て
も
、
物
質
的
支

援
以
外
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
策

に
乏
し
く
、
こ
れ
ま
で
に
は
定

期
演
奏
会
　
独
奏
演
奏
会
開
催

時
に
祝
儀
を
贈
る
事
を
後
援
と

し
て
き
た
。
そ
れ
以
外
に
は
０

Ｂ
会
の
財
政
上
の
問
題
に
よ
り

後
援
活
動
は
出
来
て
い
な
い
。

逆
に
近
年
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
や

平は
'3■

1● 1日

田面大学ギターク
'ブ●3会  晏荷

独
重
奏

演
奏
会

の
開
催

に
伴
い
、

現
役
生

に
は
舞

台
裏
や

受
付
な

ど
さ
ま

ざ
ま
な

形
で
応

援
を
要

請
し
て

き
た
と

い
う
実

情
も
あ

り
、
逆

に
後
援

さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
．
０

Ｂ
会
も
ほ
ぼ
発
足
”
年
に
な
る

が
財
政
難
に
よ
り
現
役
生

へ
の

支
援
が
出
来
な
い
状
況
は
今
後

も
続
行
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
．

本
年
度
幹
事
会
で
は

「関
西

大
学
ギ
タ
ー
ク
ラ
プ
の
後
援
」

を
Ｏ
Ｂ
会
の
事
業
と
し
て
励
行

さ
れ
る
よ
う
始
め
て
提
案
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
．

）゙
」
数
年
ギ

タ
ー
ク
ラ
プ
は
ｍ
名
前
後
の
部

員
で
活
動
し
て
い
る
が
、
全
盛

期
よ
り
は
か
な
り
減
少
し
て
お

り
財
政
難
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
実
情
も
．　
こ
の
た
び
現
役
生

に
は
直
面
す
る
必
要
不
可
欠
な

備
品
等
々
を
列
記
し
て
も
ら
い
、

Ｏ
Ｂ
会
で
調
達
す
る
事
と
し
た
．

強
い
て
は
会
員
の
皆
さ
ま
に
寄

付
を
募
る
事
に
よ
り
、

「関
西

大
学
ギ
タ
ー
ク
ラ
プ
の
後
援
」

を
初
の
事
業
と
し
て
こ
こ
に
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
．
詳
細
を

２
貢
に
掲
載
し
た
。
ノ

|∩

大阪市中央公会堂正面入り□にて
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今回の幹事会で決定した 「関西

大学ギタークラブヘの後援Jに 対

する具体的な活動は現在クラプに

要する備品等を調達する事.こ れ

が当面のOB会 が可能な後援にな

ると半1断しました。部長の横開さ

んから備品リス トを優先順に挙げ

てもらい、集まった寄付金の範囲

内で調達しようと考えています.

リス トでは譜面合、音又、コピー

機、録音機材等々が挙げられてい

ますが、この度は取り急ぎ必要な

譜面台10台を夏の合宿に間に合わ

せる為、19期の木村浩三さんが私

費で立て替え購入 してくれました。

OBの 皆さま、現役時代に同じ

悩みを持った経験はありませんか

?今、ギタークラプは60人前後の

人数で大奮闘し、演奏会を始めと

するクラブ活動を励行しています.

今後も余裕を持って意義深いクラ

ブ活動を行なって頂くため、皆さ

ご支援 (カンペ)よろ しくお□い します。

下記の要領でお振込又はご送金下さい
金額は間いません。よろしくご協力お願いします。

,郵使振込 :         ~‐

▼銀行振込 :

,現金書留 :

まのお力を是非お願い致します。

尚、もしお手持ちのギターや特

殊楽器、譜面台、足台など不要な

物がありましたらご提供ください

但し、そこそこの美麗品という事

でお願いします.

1,/15(金)く 現費生>第 40回定期演薬会
(メイシアター中ホール、O B23名来場)

,1/17(日)第 17回五線会ゴルフコンペ
(センチユリー シガ ゴルフクラカ

11/24(曰)第 14回現役含同リクレーション
(淀川河川公園パーベキュー、
OBこ 家族13名、現役生 7名参00

《平成15年》
4ノ20(日)第 7回独重奏演薬会リハー,ル

(淀川区民センター)
5/15(本)く 現役生>第 36回独奏演奏会

(メイシアター小ホール}
5/25(日)第 7回独重奏演奏会

(メイシアター小ホールOB8名 来場)
7/6(日 )平 成15年度幹事会 (大阪市中央公会堂、

現役生3名含む12名参加)
11/中旬  機関紙 「あるべじおJ第 18号発行

《今後の予定》
11/26(水)く 現役生>第 41回定期演奏会

(メイシアター中ホール}
12/7(日 )第 15回現役合同リクレーション

(信貴u. のどが村)

脱
バ
‐
ベ
キ
ュ
‐

恒
例
の

「現
役
合
同
リ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
公

園
　
河
川
敷
で
の
パ
ー
ベ
キ

ュ

ー
が
平
成
６
年
以
降
９
年
間
も

続
き
、

「現
役
合
同
パ
ー
ベ
キ

ュ
ー
大
会
」
と
化
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
年
は

「ビ

時
期
的
に
い
ち
ご
狩
り
に
は
お

よ
ば
な
か
っ
た
が
奈
良
県
生
駒

郡
の

「信
貴
山
の
と
か
村
」
を

色
々
な
条
件
を
加
味
し
て
選
出
．

詳
細
は
６
頁
に
掲
載
．
お
子
さ

ま
連
れ
で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
．

４
年
置
き
に
３
回
も
開
催
さ
れ

た
．
平
成
５
年
３
月
に
第
１
回

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
な
わ
れ
た
が
、

実
現
に
向
け
て
Ｇ
Ｏ
発
進
し
た

の
が
平
成
元
年
の
幹
事
会
。
委

員
を
募

っ
て

「
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会
」
が
発
足
さ
れ

た
の
が
平
成
２
年
６
月
、
そ
れ

か
ら
３
年
の
後
よ
う
や
く
実
現

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
平
成

９
年
３
月
に
第
２
回
コ
ン
サ
ー

ト
、
平
成
“
年
ｍ
月
に
第
３
回

平
成
田
年
に
開
催
予
定

第
４
回
Ｏ
Ｂ
コン
サ
‐
ト

ク
ニ
ッ
ク
」
や

「
い
ち
ご
狩
り

一
夢
の
又
夢
、
と
ま
で
言
わ
れ

」
が
現
役
生
よ
り
提
案
さ
れ
た
。
た
Ｏ
Ｂ
だ
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
．
４
年
に

一
度
を
合
言
葉

，
こ
に
開
催
し

て
き
た
が
、
出
演
者
数
は
回
を

重
ね
る
毎
に
減
少
し
第
３
回
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
ぼ
限
界
に
達
し

た
と
判
断
せ
ぎ
る
を
得
な
い
段

階
に
き
て
い
る
。
第
１
回
コ
ン

サ
ー
ト
の
出
演
者
数
は
昴
名
、

第
２
回
は
げ
名
、
第
３
回
は
″

名
、
数
字
の
変
移
で
言
え
ば
第

４
回
は
卸
名
な
い
し
は
４０
名
ぐ

ら
い
が
予
測
さ
れ
る
．
コ
ン
サ

ー
ト
の
運
営
費
は
出
演
者
が
賄

う
事
に
な
り
、
百
万
円
近
く
の

費
用
を
要
す
る
大
コ
ン
サ
ー
ト

で
あ
る
訳
だ
か
ら
当
然
出
演
者

の
数
が
実
現
へ
の
指
数
と
な
る

事
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

実
行
委
員
募
集

本
年
度
幹
事
会
で
は
、
次
期

「実
行
委
員
長
」
に
内
定
し
て

い
る
”
期
の
本
郷
氏
も
出
席
．

「第
４
回
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
平

成
Ｂ
年
に
開
催
す
る
事
で
一
致

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
実
行
委
員

会
も
来
年
早
々
に
発
足
す
る
予

定
に
．
実
行
委
員
を
希
望
さ
れ

る
方
、
本
郷
さ
ん
の
元
に
集
結

し
て
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。



あ
―

ぺ じ
"ぉ

 くVOL 18> 2003(平成15年)年

5

月
25
日

独
重
奏
演
奏
会
も
第
７
回
を

迎
え
た
。
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
と

同
様
に
回
を
重
ね
る
度
に
出
演

者
が
減
少
し
、
ま
た
固
定
化
し

て
き
て
い
る
。
延
べ
出
演
者
数

メ
イ
シ
アタ
ロ小
ホ
ロ
ル
に
て開
催

は
３０
名
を
超
え
て
い
る
が
、
こ

こ
の
と
こ
ろ
は
１５
名
程
度
の
常

連
さ
ん
で
安
定
し
て
い
る
．
た

だ
毎
回
１
～
２
名
の
新
人
さ
ん

が
参
加
し
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

今
年
は
■
期
の
兼
松
利
之
さ
ん

が
初
出
演
．
実
は
兼
松
さ
ん
は

３３
期
の
奥
さ
ん
、
兼
松
綾
子
さ

ん
と
の
デ

ュ
オ
で
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
１
カ
月
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル

に
は
ご
夫
婦
で
参
加
し
た
が
、

そ
の
後
奥
さ
ん
の
体
調
が
思
わ

し
く
な
い
と
言
う
事
で
本
番
の

出
演
は
断
念
、
利
之
さ
ん
の
ソ

コ
に
変
更
し
た
。
も
う

一
人
の

初
出
演
者
は
卒
業
２
年
目
の
３８

期
の
中
尾
郁
子
さ
ん
。
中
尾
さ

ん
は
Ｏ
Ｂ
以
外
の
ギ
タ
ー
仲
間

と
４
重
奏
で
出
演
し
た

一写
真

．

独
重
奏
演
奏
会
は
家
族
や
友
人

と
の
共
演
も
視
野
に
入
れ
推
進

し
て
き
て
い
る
が
、
ｍ
期
の
岩

岡
さ
ん
は
自
身
の
リ
コ
ー
ダ
ー

と
チ
ェ
ロ
奏
者
と
の
デ

ュ
オ
で

出
演
し
た

一写
真
一
．
ギ
タ
ー
以

外
の
演
奏
が
聴
け
て
得
を
し
た

と
言
う
聴
衆
の
声
も
聞
こ
え
た
。

近
年
、
出
演
者
の
顔
ぶ
れ
が

決
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
気
が

付
け
ば

，
・．
Ю
期
の
面
々
が
電

進
し
て
来
て
い
る
よ
う
だ
。
元

も
と
少
数
精
鋭
の
１０
期
、
こ
の

他
に
も
兵
が
控
え
て
い
る
の
も

事
実
だ
。
Ｏ
Ｂ
間
で
は
現
在
も

演
奏
活
動
を
続
け
て
い
る
人
が

相
当
数
い
る
と
見
ら
れ
る
．
独

― ―

]

第 7回 独重奏演奏会プログラム
【第 1部 】

1 ■月 孝― 13期1 植山第10番よリ シャコンス
(S L ヴァイス)

2 薔崎由衣子

“

2期, 無言歌第 イ集0,19よ り
ヴェニスの舟歌 (Fメ ンデルスゾーン)

リュー トn山 第 3番 3WV996より
ブレリュー ド 」 Sバ ン′`

チェロ肛山第3善 3WV1 009より
ブレリュー ド JSバ ッ′ヽ

《2菫 姜 リコーダー+チ ェロ》
ソナタ イ短調op1 4(GFヘ ンデル)

戦場のメリークリスマス 1坂本龍―)
アル′ヽンプラの想い出(F タレガ,
ボートレイト6 マイヤーズ

'サウダード第 3番 (Rデ
`ア

ンス|
練習曲ホ短諏 o611

〈セゴヴ.ア編17番〉(F ソ,い
ショティッシュ ショーロ

IHヴ
`ラ

‐ロボス|
《4重奏》
カルメン組||より、

ハバネラ(Gビ ぜ―)

スベインのフォリアの=題 による変奏山
(Mジ ュリアーニ)

フリア フロリダ(ハ バリオス)
チョーロtJベ ルナンノーコ|
カタロ=ア 奇想山 (| アルベニス,
朱色の塔 ( アルベニ

"

0 高本 饉児 (9鶏)

4 ■村 違二

“

0翔)

5 岩岡 寿夫

“

0期|
杉本 ●I紀("11)

【第2椰 】
6 林  僣之●2期|
7 西尾 保弘 (6期|
8 還凛  厚い0調|
9 横田 ■人

“

2期
10 小柳 ■蔵い0期|

【第 3部 】
12 兼松 刹之 (31期)

動
ロ
ロ
画

３０
競
”
鵬

子
子
子
希

郁
菫
洋

尾
木
口
茨

中
鈴
田
宗

木村 浩三 い0期,
根本 書弘 (1期,
浅野 ―則 い0期〕

X12期 は,役 3回 ■です.

重
奏
演
奏
会
は
そ
う
し
た
Ｏ
Ｂ

諸
氏
に
出
演
の
場
を
提
供
す
る

べ
く
起
こ
さ
れ
た
演
奏
会
で
あ

る
だ
け
に
、
演
奏
機
会
を
求
め

て
い
る
Ｏ
Ｂ
諸
氏
に
は
是
非
と

も
こ
の
独
重
奏
演
奏
会
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
頂
き
た
い
と
願

っ

て
い
ま
す
。

出
演
者
募
集

第
８
回
独
重
奏
演
奏
会
は
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
中
之
島
の
大
阪
市
中
央
公

会
堂
　
小
集
会
室
に
て
開
催
し

ま
す
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
友

人
や
家
族
と
の
共
演
も
大
歓
迎

で
す
。

出
演
に
際
し
て
は
運
営
費
と

し
て

一
人
に
つ
き
１
万
円
を
負

担
し
て
頂
い
て
い
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

お
問
合
せ
は
”
期

‥
木
村
浩
三

●第 7101独重奏演奏会収録

①ビデオテープ
② DVDの の R対応機種用で,

③カセットテープ(2本組)

'金

額はいずれも¥1,000(送料込み)です。
現金書留で品名を明記の上、
お申込み下さい.

相生哲夫まで



お
久
し
ぶ
り
で
す
。

み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

一
昨
年
の
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
．

昨
年
の
総
会
に
は
出
席
す
る
予

定
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
突
然
脳
梗
塞
を
起
こ
し
て

入
院
し
て
し
ま
い
、
残
念
で
し

た
。

（Ｏ
Ｂ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
掲
示
板
に
も
ち
ょ
こ
っ
と

載
せ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
け

ど
）
７
ケ
月
も
の
入
院
の
後
、

よ
う
や
く
退
院
し
、
現
在
は
元

気
良
く
通
院
生
活
を
送
っ
て
い

第
９
期
　
井
上
　
享

ま
す
。
ち
ょ
い
と
体
が
不
自
由

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す

か
ら
仕
事
も
退
職
し
、
自
宅
で

の
ん
び
リ
パ
ソ
コ
ン
相
手
に
遇

ご
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
訳
で
さ
ん
ざ
ん
暇
を

も
て
あ
ま
し
た
末

〓
く
，
８
●

３
８
を
苦
心
惨
憶
作

っ
て
恐
る

恐
る
サ
イ
ト
に
上
げ
ま
し
た
。

先
日
Ｏ
Ｂ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
暇
の
あ
る
方
は

一
度

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
．

あ る べ し)お  くVOL 18>2003(平成15年)年

一回先生

還暦祝賀バーティ

ギ
タ
ー
ク

ラ
プ
の
顧
間
、

経
済
学
部
教

授
　
一
回
光

禰
先
生
が
選

暦
を
迎
え
ら

れ
、
先
生
の

新
著
書
の
出

版
と
併
せ
て

記
念
祝
賀
会

が
６
月
１４
日

一■
一
、
千
塁

セ
ル
シ
ー
の

ア
ド
レ
ス
は
、　
二
●
く
ヽ
ヨ

”
∽∞，
一，
一●
一　
０
「　
一一
′ヽ
「
Ｃ一
【
‐

一Ｅ
ミ

で
す
。

自
己
紹
介
や
ギ
タ
ー
の
話
、

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
や

障
害
の
話
な
ど
を
、
懐
か
し
い

写
真
を
押
み
な
が
ら
第
２
外
国

語
の

８
８
Ｔ
Ｅ
ヨ
ロ
０
８
で
気
楽

に
読
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
を
お
持
ち
の
方
は
薔

想
や
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
．　
　
　
　
　
一了
一

（※
井
上
さ
ん
の
ア
ド
レ
ス
は

Ｏ
Ｂ
会
Ｈ
Ｐ
の
掲
示
板
か
ら
も

ク
リ
ッ
ク
で
き
ま
す
）

「御
霞
」
に
て
開
催
さ
れ
た
．

出
席
者
は
大
半
が
、
経
済
学
部

と
経
済
学
部
大
学
院
の
一
回
ゼ

ミ
卒
業
生
、
そ
れ
に
出
版
関
係

者
だ
が
先
生
が
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

の
顧
間
で
も
あ
る
事
か
ら
我
が

Ｏ
Ｂ
会
会
長
の
９
期
の
竹
本
さ

さ
ん
、
と
生
演
奏
の
出
来
る
０

Ｂ
代
表
で
日
期
の
木
村
さ
ん
が

招
待
さ
れ
た
。
先
生
は
パ
ッ
ハ

が
お
好
き
と
言
う
事
で
木
村
さ

ん
は
パ
ソ
ハ
の
サ
ラ
バ
ン
ド
等

を
披
露
し
た
．
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５
月
６
日
（木
一
、
第
“
回
独

奏
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
演
奏
会
は
定
期
演
奏
会
で
は

ほ
と
ん
ど
披
露
出
来
な
い
独
奏

を
演
ず
る
事
が
出
来
る
重
要
な

舞
台
で
あ
る
．
今
年
の
出
演
者

は
２
回
生
が
３
名
、
３
回
生
が

９
名
、
４
回
生
が
２
名
の
計
１４

名
．
６
月
ａ
日
一土
）
に
は
高
機

ブレリュード フーガ アレグロ8WV098 JS′
`タ

ハ

【,再2音 ロ

14回 生ステージ〈リーター :脇野早由里,

2四 ■姜(小■■毒美 松田響子 高瀬■和 国中麻自子)
Haruniより ■―楽童 Dredlocked  Aヨ ーク

第二楽ニ ユong the Edge
3寮 ノ喧嗜ハ江戸ノ花火、庵ニサスハ師の後■(リーダー :娠口薔奥)

タ ッチ

キューティーハニー

CAT S EYE

口薔 ■青ロ

l Pro,AI Stars☆ 〈リーダー
THE」 AMES BON● THEME

OH PRE■ γ WOMAN

!DON.T WANT TO MiSS A TH:NG
2ク ラシック ンロ(■野讚文)

LOVE

花祭り
姜女と野獣

鰺富 3吉 「1

1ラ ブ アン(リーダー :崚 田和樹)
MY ONE AND ONLY LOVE      O■ Wood
Walze For Debby              B■ ll Evaos
Les Arivee Des Camionneur    MIche■ ■egrand

2二 重姜 (林卓哉 神戸千墨〉
FUGA ELEGい CA～ to the memory ofld`P′esti～
LES CulTARES B:EN TEMPEREES

Pretde etfugue en,e m ner  Mヵ ステルヌオーヴォーテデスコ
3大 合奏 (指編者 :坂本真由)

アイネ クライネ ナハ トムジーク ‖ Aモ ーシアル ト

鼈
鱚
貪
輻
夕
餞
母
０
当
ヅ

:山本雄―)
Monty No― l囀 fO●7jよ り

現
代
劇
場
中
ホ
ー
ル
に
て
第
“

回
関
西
学
生
ギ
タ
ー
連
盟
合
同

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。
現
在

の
関
西
学
生
ギ
タ
ー
連
盟
は
関

大
、
関
学
、
阪
大
、
市
大
、
神

女
、
関
西
外
大
の
６
校
か
ら
成

る
。
出
演
者
は
百
名
以
上
に
及

び
、
来
場
者
数
も
大
変
多
く
盛

大
で
あ
る
。
関
大
は
３
回
生
の

高
瀬
真
和
さ
ん
が
ト
イ
　
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク

・
ア
ン
サ
ン
プ
ル
を
、

３
回
生
の
松
田
蓉
子
さ
ん
が
大

合
奏
を
指
揮
．
大
合
奏
は
４
年

連
続
関
大
の
女
子
部
員
が
タ
ク

ト
を
振

っ
て
い
る
。

定
演
は
今
年
で
■
回
を
数
え

る
。
毎
回
ア
ン
サ
ン
プ
ル
に
趣

向
を
凝
ら
し
、
聴
き
応
え
が
あ

る
。
久
々
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
、

今
年
は
聴
き
に
来
て
下
さ
い
ネ
．

ベル ト ケンプヘルト
エドムンド サルディーバル

アラン メンケン

芹沢=明
讐辺岳夫
小日僣―郎
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ボ
ン
ジ
ョ
ル
ノ
、

私
の
イ
タ
リ
ア

つ鶏

Ｏ
Ｂ
会
報
紙

「
ア
ル
ペ
ジ
オ

」
も
、
は
や
１
８
号
に
な
る
の

で
す
ね
．
手
許
の
フ
ァ
イ
ル
を

紐
解
い
て
全
紙
に
日
を
通
し
て

い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
　
た
く
ま
し
く
、

懸
命
に
、
あ
る
い
は
優
雅
に
人

生
を
送

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
各

位
―
―
快
挙
、
悲
報
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
記
事
が
目
に
入
り
ま
す
。

年
に

一
度
あ
の
す
ば
ら
し
か
っ

た
日
々
を
共
に
過
ご
し
た
仲
間

に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
の
出
来

る
会
報
で
す
。
こ
れ
は
ど
立
派

な
　
こ
の
種
の
機
関
紙
と
し
て

は
大
変
読
み
や
す
い
本
紙
を
こ

れ
ま
で
続
け
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は

本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
．
皆

さ
ん
も

一
度
バ

ッ
ク
ナ
ン
パ
ー

を
見
返
し
て
ご
覧
に
な
る
事
を

一

いつ一̈一一一̈いい軸一一
第
７
期
　
金
銅
意
津
子

さ
て
、
私
の
こ
と
を
多
少
な

り
と
も
知

っ
て
く
だ
さ
る
人
な

ら
、
私
が
ど
ん
な
に
か
海
外
の

文
化
に
直
接
触
れ
る
事
に
憶
れ

て
い
た
か
を
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
　
通
訳
の
仕
事
を
し
な
が

ら
、
そ
れ
ま
で
は
海
外
旅
行
に

は
全
然
縁
が
な
く
、
気
軽
に
外

国
に
行
け
る
人
を

「
め
っ
ち
ゃ

得
す
ぎ
る
や
ん
。
」
と
、
う
ら

や
む
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
す
．

と
こ
ろ
が
、
叶

っ
た
の
で
す
、

長
年
の
夢
が
１
私
の
妹
、
梅
井

純
子
の
作
品
が
イ
タ
リ
ア
の
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
に

人
選
し
た
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と

古
い
話
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
　
二
〇
０

一
年
度
の
そ
の
作

品
は
ポ
ス
タ
ー
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
阪
急
電
車
の
貼
り
広
告

に
も
な
り
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
表
彰
式
に
も
付
い
て
行

き
ま
し
た
と
も
１
こ
れ
を
逃
し

て
ど
う
す
る
？
そ
れ
で
私
の
プ

ラ
ン
と
は
違

っ
て
い
ま
し
た
が

（行
く
な
ら
英

語
日
か
ド
イ
ツ

語
圏
の
は
ず
だ

っ
た
）
、
パ
ス

ポ
ー
ト
が
持
て

る
な
ら
こ
の
際

ど
こ
で
も
い
い

や
、
と
ば
か
り

に
勢
い
で
一行
っ

て
き
ま
し
た
．

け
れ
ど
、
良

か
っ
た
の
で
す
．

他
で
も
な
い
イ

タ
リ
ア
が
！
趣

英
語
だ
で
は
こ
ん

な
に
は
行
か
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
言
葉
が

如
何
に
重
要
か
を

思
い
知
り
ま
し
た
．

何
よ
り
も
、
イ
タ

リ
ア
の
古
い
歴
史

と
文
化
の
重
々
し

き
、
す
ば
ら
し
さ

が
私
を
す

っ
か
り

魅
了
し
て
し
ま
い

ま
し
た
．
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
美
術
や
音

楽

へ
の
思
い
入
れ

は
誰
に
も
負
け
な

い
の
で
、
尊
敬
す

る
レ
オ
ナ
ル
ド
が

歩
い
た
に
違
い
な 味

で
始
め
た
声

楽
で
歌
詞
の
意

味
が
わ
か
れ
ば

と
イ
タ
リ
ア
語

を
勉
強
し
て
い

ま
す
が
、　
こ
ん

な
所
で
役
に
立

つ
と
は
夢
に
も

思
わ
な
っ
た
．

片
言
で
も
通
じ

た
の
で
感
激
．

aら そう ′ヾ じ

"オ
き  くVOし 18>
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図は、2004年度カレンターより

い
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
石
畳
を
行
け

る
の
を
ど
ん
な
に
感
謝
し
た
事

か
１
建
造
物
の
立
派
さ
に
感
嘆

し
な
が
ら
も
、
私
の
国
に
も
負

け
な
い
仏
教
美
術
、
建
築
が
あ

る
こ
と
を
今
更
な
が
ら
誇
り
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

古
さ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
で

ち
ょ
っ
と
負
け
る
か
な

大
理
石
と
木
造
だ
か
ら
比
べ
る

ほ
う
が
無
理
で
す
よ
ね
．
ロ
ー

ロ
ー
マ
、
パ
ル
マ
に
も
思
い

出
が
い
っ
ば
い
。
イ
タ
リ
ア
‥

う
ま
く
行
け
ば
ま
た
こ
の
１２
月

に
行
け
る
か
も
知
れ
な
い
の
で

す
。
妹
が
、
今
度
は
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
　
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
作
品

を
出
展
す
る
の
で
、
ま
た
付
い

て
行
こ
う
っ
と
。

「あるべ0お ]ヘ

記事をお寄せ下さい。

■在饉実部では事筆頂ける方の情■が入手
できない場 合員の皆さまの記事を掲●し
しておりませんが、寄稿はもちろん大敏迎
てすので毎年9月末までに下記へ原稿をお
送り下さい お待ちしております



現
役
合
同
叩
の
し
１
シ

ョ
ン

aら そ5´ ヾ じ)ォ ぅ  くVOt 18>2003(平成15年)年

昨
年
１１
月
２
日

一日
一
、
恒
例

の
現
役
合
同
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
当
日
も

こ
こ
数
年
の
例
に
も
れ
ず

「
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
Ｏ
Ｂ
が
８
名

と
そ
の
家
族
が
５
名
、
現
役
生

が
７
名
の
計
ｍ
名
．
Ｏ
Ｂ
の
参

加
者
は
残
念
な
が
ら
殆
ど
が
こ

こ
数
年
、
幹
事
と
常
連
さ
ん
で

占
め
ら
れ
て
い
る
．
幹
事
の
●

期
の
本
村
さ
ん
、
会
長
の
竹
本

さ
ん
、
事
務
局
長
の
高
本
さ
ん
、

会
計
の
稲
生
さ
ん
他
は
１０
期
の

浅
野
さ
ん
、
“
期
の
遠
藤
さ
ん
、

”
期
の
前
田
さ
ん
、
“
期
の
丸

谷
さ
ん
と
い
う
面
々
．
現
役
生

は
四
回
生

一昨
年
当
時
一
の
浜
名

さ
ん
、
三
回
生
の
阿
部
さ
ん
、

西
日
さ
ん
、
そ
れ
に
２
回
生
の

横
闘
さ
ん
、
飯
田
さ
ん
、
真
野

さ
ん
、
高
瀬
さ
ん
の
７
名
。
当

日
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
．

リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
毎
年
幹
事
会
で
そ
の
内
容

３
年
は
信
貴
出
の

「
の
ど
か
村
」
で
す

に
つ
い
て

意
見
を
求

め
て
い
ま

す
が
妙
案

が
出
ず
結

局

「バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

」
を
続
け

て
き
ま
し

た
。
が
、

今
年
は
現

役
生
よ
り

「
い
ち
ご

狩
り
」
や

「ピ
ク
ニ

ッ
ク
」
の
　
　
　
ヘ

提
案
が
あ

り
ま
し
た
．
　

・

早
速

「
い

ち
ご
狩
り
」
に
つ
い
て
色
々
情

報
を
集
め
て
み
ま
し
た
が
、
見

当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
春

秋
は
果
物
の
実
り
の
季
節
で
き

ま
ざ
ま
な
果
物
狩
り
が
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
大
方
は
■
月

一
杯

で
閉
園
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

検
討
の
結
果
、
大
阪
か
ら
交
通

の
利
便
性
と
運
賃
の
問
題
を
考

慮
し
て
、
下
記
の
通
り
信
貴
山

の

「
の
と
か
村
」
に
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
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奈良県生駒君B=郷 D」18貴南

畑,71 ● 074'738203

くアクセス〉

」R大 阪駅 大阪環状線内

回り、924発の 「大和路快

速Jに 乗車、王寺駅 00分

¥5401へ。近鉄生駒線で信

貴Ш下駅 (2分 ¥1501へ。

奈良交通ノヽスで信貴山バス

停 い0分 ¥200よ り送迎バ

スがあります.

第15回現像合同り珍レーl診ロン
第16回リクレーションは信■u」の

「のどかむら,に 決まりました。

花 果樹日などが主体でイベント

盛り沢Шの農業公園ですが、12月

は 「しいたけ狩り」と 「みかん狩

りJぐ らいです.他 に、キヤンプ

場、鉤り池、迷路、フィール ドア

スレチック等々.都 会の喧曝をし

ばレ忘れて、澄んだ空気を味わっ

てみませんか。気温は平地とさほ

ど変わりませんが、当日の気温を

確椰して防寒対策もお忘れなく。

また昼食は各自ご持参下さい。

と言っても無理な人も多いと思い

ますので、王寺駅にて調達する予

定です.の で集合時間に遅れない

ようにお願いします.

場所:信貴山‐6)(g虔り0』

日程 :12月 7日 (日)午 前10時

集合 :」 RI寺 駅改札ロ

連絡先 :木村浩三

高本健児|0・・・
0・ 0・.


